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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年9月15日(2011.9.15)

【公表番号】特表2010-539263(P2010-539263A)
【公表日】平成22年12月16日(2010.12.16)
【年通号数】公開・登録公報2010-050
【出願番号】特願2010-524385(P2010-524385)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 246/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/70     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/26     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 222/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/56     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 226/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 230/08     (2006.01)
   Ｇ０２Ｃ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 246/00    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 220/70    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 220/26    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 222/20    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 220/56    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 226/10    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 230/08    　　　　
   Ｇ０２Ｃ   7/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月1日(2011.8.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式Ｉの化合物またはその塩とビニル基を有する重合性モノマーとを共重合させるこ
とを含む着色ポリマーの製造方法であって、式Ｉが
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【化１】

〔式中、Ｒは、水素原子または－ＳＯ３Ｈ基を表し；Ａは、直接結合、－アルキレン－Ｏ
－、あるいは－フェニレン－ＮＨ－または－フェニレン－ＮＨ－フェニレン－ＮＨ－基［
各フェニレン環は、場合により、－ＳＯ３Ｈ、－（ＣＨ２）ｍＳＯ３Ｈ、－ＳＯ２（ＣＨ

２）ｍＳＯ３Ｈ、－ＳＯ２ＮＨ（ＣＨ２）ｍＳＯ３Ｈ、－ＳＯ２Ｃ１－２アルキル、－Ｓ
Ｏ２Ｃ１－２ハロアルキル、－ＳＯ２ＮＨＣ１－２アルキル、－ＳＯ２ＮＨＣ１－２ハロ
アルキル、－Ｃ１－２アルキル、または－Ｃ１－２ハロアルキル（式中、ｍは１または２
を表す）から選択される１つまたはそれ以上の同一あるいは異なる基により置換されてい
てもよい］を表し；Ｒ１は、水素原子またはハロゲン原子あるいはＣ１－４アルキル基を
表し；Ｒ２およびＲ３は同一であっても異なっていてもよく、水素原子またはＣ１－４ア
ルキル基あるいはアルコキシ基を表す［ただし、Ｒ１が、水素またはＣ１－４アルキル基
であり、同時にＲが水素原子である場合、Ａは、少なくとも１つのフェニレン環が少なく
とも１つの硫黄含有基により置換された－フェニレン－ＮＨ－または－フェニレン－ＮＨ
－フェニレン－ＮＨ－基でなければならない］〕
である、製造方法。
【請求項２】
　Ａが、－アルキレン－Ｏ－基あるいは場合により置換された－フェニレン－ＮＨ－フェ
ニレン－ＮＨ－基または－フェニレン－ＮＨ－基である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　Ａが、場合により置換された、少なくとも１つの硫黄含有置換基を含む、－フェニレン
－ＮＨ－フェニレン－ＮＨ－基または－フェニレン－ＮＨ－基である、請求項２に記載の
方法。
【請求項４】
　Ａが、少なくとも１つの－ＳＯ３基を含有する、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　Ａが、１つの－ＳＯ３基を、場合により１つまたはそれ以上のメチル基とともに含有す
る、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　式Ｉの化合物が、一般式：



(3) JP 2010-539263 A5 2011.9.15

【化２】

〔式中、Ｒ４は、－ＳＯ３基を表し、ｎは０、１または２を表し；Ｒ、Ｒ１、Ｒ２および
Ｒ３は請求項１と同様の意味を有する〕
を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　Ｒ２およびＲ３が、それぞれ独立して、水素原子またはメチル基である、請求項１～６
のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　Ｒ１がハロゲン原子である、請求項１～７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　式（Ｉ）の化合物の塩を使用する、請求項１～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　ビニル基を含有する重合性モノマーが、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、フマ
ル酸およびマレイン酸のヒドロキシエステル、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、Ｎ－ビ
ニルピロリドンならびにスチレンスルホン酸からなる群から選択される、請求項１～９の
いずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記重合性モノマーがアクリル酸またはメタクリル酸のヒドロキシエステルである、請
求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　ビニル基を含有する重合性モノマーが、シリコーンヒドロゲルである、請求項１～９の
いずれかに記載の方法。
【請求項１３】
　少なくとも１つの他のビニル基含有重合性モノマー由来の構造とともに、請求項１～８
のいずれかに記載される一般式（Ｉ）の化合物に由来する構成単位を骨格の一部に含有す
るポリマー。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のポリマーを含む医療機器。
【請求項１５】
　請求項１３に記載のポリマーから製造されるコンタクトレンズ。
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